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Ⅱ センターの事業報告 
１．	 センター事業日誌（平成 22 年 4 月～平成 23 年 3 月） 




4 月 15 日（木） 
第 99 回学際科学実験センター教員会議 
予算・点検評価専門委員会 
4 月 22 日（木） 予算・点検評価専門委員会 
5 月 13 日（木） 第 100 回学際科学実験センター教員会議（書面付議） 
5 月 19 日（水） 第 101 回学際科学実験センター教員会議 
5 月 28 日（金） 第 9 回北陸地域アイソトープ研究フォーラム 
6 月 5 日（土） 北陸実験動物研究会 
6 月 24 日（木） 第 102 回学際科学実験センター教員会議 
7 月 22 日（木） 第 103 回学際科学実験センター教員会議 
7 月 26 日（月） 
～7 月 29 日（木） 
第 14 回生命工学トレーニングコース「遺伝子工学・基礎技術」 
8 月 10 日（火） 高等学校教員･生徒対象の放射線利用セミナー 
9 月 14 日（火） 第 104 回学際科学実験センター教員会議（書面付議） 
9 月 27 日（月） 学際科学実験センター・子どものこころの発達研究センター合同協議会 
9 月 30 日（木） 実験動物慰霊祭 
11 月 10 日（水） 
～11 月 12 日（金） 
第 15 回生命工学トレーニングコース「発生工学・基礎技術」 
11 月 25 日（木） 第 105 回学際科学実験センター教員会議 
12 月 6 日（月） 予算・点検評価専門委員会 
平成 23 年 
1 月 27 日（木） 
第 106 回学際科学実験センター教員会議，予算・点検評価専門委員会 
2 月 16 日（水） 
～2 月 17 日（木） 
第 16 回生命工学トレーニングコース「生命科学・ＲＩ利用技術基礎」 
2 月 24 日（木） 第 107 回学際科学実験センター教員会議 
3 月 29 日（火） 第 108 回学際科学実験センター教員会議（書面付議） 
 













開催日：平成 22 年 5 月 28 日（金） 
場 所：金沢大学十全講堂 
講 演：バイオイメージング研究の新展開 
浦野 泰照 先生（東京大学大学院医学系研究科教授） 













開催日：平成 22 年 6 月 5 日（土曜日） 
場 所：がん研究所 新棟４階会議室 
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プログラム「マウスモデルを用いたがん研究の新展開」 
講演 1「マウスモデル研究で明らかになってきた多様な COX-2の機能」 
    大島浩子 先生（金沢大学がん研究所 腫瘍遺伝学研究分野） 
講演 2「慢性骨髄性白血病マウスモデルを用いた白血病幹細胞の維持機構の解析」 
    仲 一仁 先生（金沢大学がん研究所 遺伝子染色体構築研究分野） 













開催日：平成 22 年 7 月 26 日（月）～7月 29 日（木） 




３．増幅した cDNA のプラスミドベクターへのクローニング 
４．リアルタイム PCR による遺伝子型同定 
５．制限酵素処理／シーケンシングによる遺伝子型同定。 
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５．	 高等学校教員・生徒対象の放射線利用セミナー 
平成 22年度 石川化学教育研究会「施設見学会」 
学際科学実験センターと石川化学教育研究会の共催により，高等学校教員・生徒を」対象とした








開催日：平成 22 年 8 月 10 日（火） 
場 所：アイソトープ総合研究施設，金沢大学附属病院  診療放射線部 
見学内容：「最新画像診断装置(X 線-CT, MRI, SPECT/PET)について」 
   金沢大学附属病院 診療放射線部 
 「ラジオアイソトープを利用した生命科学研究に必要な施設」 
  金沢大学学際科学実験センター･アイソトープ総合研究施設 
６．	 第 15回生命工学トレーニングコース 
「発生工学・基礎技術コース」 
遺伝子改変マウス作出の基礎技術であるマウス胚の基本操作の習得を目的とした技術研修が，11
月 10 日から 3日間にわたり，学内 4名，学外 1名の参加により開催された。5回目となる本研修
では，マウスの系統保存や受精卵での系統の授受に直ちに応用可能なマウス初期胚の取扱，受精卵
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「８細胞期胚の採取と ES 細胞との集合キメラ作製」 
「偽妊娠受容雌作成のための雄の精管結紮手術」 
「集合キメラ胚の子宮内移植」 
テクニカルセミナー「Targeted Genome Editing with Zinc Finger Nucleases  
- ゲノム工学の革命 あらゆる生物/細胞のゲノム改変を可能とする新しいツール -」 
 杉本 貴司 氏（シグマアルドリッチジャパン ライフサイエンス事業部） 
７．	 第 16回生命工学トレーニングコース 
「生命科学・RI 利用技術基礎コース」 
いろいろな遺伝子改変動物で発現する異常蛋白や特異蛋白等による生体の機能変化を解析する
には RI 標識化合物の利用が不可欠です。そこで今回，蛋白や神経伝達物質等の生理活性物質の RI
標識技術やRI標識体の動物実験技術を習得するためのトレーニングコースを平成 23年 2月 16日











② RI 標識体の精製 
③ RI 標識体の放射能測定及び放射能濃度調製 
④ マウスを用いた経時的体内分布実験及びインビボ薬物阻害実験 
⑤ 放射能測定装置（ガンマカウンタ等）の操作及びデータ解析 
 
